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【冬に多い皮膚疾患】
クリオグロブリン血症,クリオフィブリノーゲン血症

橋本 喜夫、飯塚 一
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◆特集／冬に多い皮層疾患

クリオグロブリン血症，クリオフィブリノーゲン血症
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Keywords：クリオグロブリン血症(cryoglobulinemia)，クリオフィブリノーゲン血症(cryofi・

brinogenemia)，クリオ蛋白(cryoprotein)，壊死性血管炎(leukocytoclasticvasculitis)，Ｃ型肝

炎ウイルス(hepatitisCvirus）

Abstract寒冷沈殿性を示す異常蛋白血症のうち，血清より分離されるクリオグロブリン

血症と血渠より分離されるクリオフィブリノーゲン血症について述べた．前者は異常蛋白

の性状により｜～'11型に分かれ，｜型は多発性骨髄腫に伴い，血管閉塞による皮虐症状を，

11,｜Ⅱ型は壊死性血管炎を呈し，Ｃ型肝炎との関連が注目されている．クリオフィブリノー

ゲン血症は下腿潰痛などを呈し，血管内凝固冗進の病態が推定され，原発性と続発性に分

類されるが，悪性腫傷，感染症，腰原病，血管性病変などの基礎疾患に伴って発症する続

発性の頻度が高い

はじめに

クリオグロブリンとは通常の蛋白質では変化が

生じない３７℃以下から沈殿あるいは凝固し，

37℃以上に加温すると再び溶解する異常蛋白であ

る．この蛋白が出現する病態をクリオグロブリン

血症という．この寒冷沈殿性を示す異常蛋白のう

ち,血清より分離されるものがクリオグロブリン，

血築より分離されるのがクリオフィブリノーゲン

と定義される．なお，広義にはこの寒冷沈殿'性を

示す血蕊蛋白をクリオ蛋白(cryoprotein)と呼び，

これにはクリオフィブリノーゲン，フィブリノネ

クチン，可溶'性フィブリンモノマー複合体，ヘパ

リン沈殿性蛋白，血液凝固第Ⅷ因子などの存在が

知られている．しかし，フィブリノネクチン，血

液凝固第VⅢ因子は正常血薬成分であるから，病的

蛋白とはいえない．ここでは異常蛋白血症である

クリオグロブリン血症とクリオフィブリノーゲン
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血症について述べ，その皮層症状を主体に概説す

る．

クリオグロブリン血症

１．疾患概念

クリオグロブリン血症とは，血清を低温下で静

置すると白色の沈殿またはゲル化し，加温によっ

て再溶解する性質をもった免疫グロブリンおよび

免疫複合体(クリオグロブリン)が血中に増加する

ことにより生じる皮層の血管炎，紫斑，潰傷，壊

痘をきたす病態である．

２．病型分類

従来は，慢性感染症疾患，リンパ系悪性腫傷な

どに続発する続発性クリオグロブリン血症と，基

礎疾患をもたない本態性混合型クリオグロブリン

血症に分類されていた．最近では，本態性とされ

ていたものも，慢性Ｃ型肝炎を基礎疾患とするも

のが集積されたり，原発性シェーグレン症候群に

合併する症例が本態性に含まれていたりして，理

解しずらい面があり，クリオグロブリンの性状に

よるBrouetら')の分類が理解しやすい(表１)．Ｉ

型は単クローン性で,リウマチ因子が陰性である．
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